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日本人及びフィリピン人若年女性におけるボディ・
イメージと自意識の関連の比較











上の日本人における肥満者（Body Mass Index : BMI ≧ 25）の
割合は、男性 29.5 %、女性 19.2 % と報告されている。一方、
低体重者（BMI < 18.5）の割合は男性 4.2 %、女性 11.1 % とい
う値が示されており、特に女性において増加の傾向にある。
厚生労働省が調査した近年（平成 22 年［2010 年］から）の
20 歳代女性の低体重者の割合の年次推移をみると、平成 26 年
（2014 年）に目標値に達成しているが、平成 27 年（2015 年）
































































 Comparison of the relation between the body image 






















































30 名（21.0 ± 1.2 歳）、フィリピン人調査対象者としてフィリ
ピン共和国、セブ市在住の成人女性 30 名（22.5 ± 3.0 歳）を対
象に調査を実施した。
　アジアの国のうち、フィリピンは 1521 年にスペインの植民












　日本人対象者には 2016 年 9 月、フィリピン人対象者には




























































































































































　自意識尺度の総合点において、平均は日本人 73.6 ± 10.3 点、










不満」が 40 % に達し、「不満」と回答した 40 % を合わせると
約 80 % が現在の体重に満足していない。一方フィリピン人は











型についての回答を求めた結果を図 6 に示す。図の NO 表記
は、痩せている（NO. 1）から太っている（NO. 9）への段階
的グレーディングを示している。また、NO. 1 から NO. 3 は
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